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科目名 

Course Name 

医療英語 

Medical English 

ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

No. 
D2-005 

年次 1年 期別 後期 単位数 2 授業形態 講義 

担当者氏名 島田知枝 

連絡先（質問等） English Salon 

必修／選択 選択 

関連DP DP1  DP2  DP4   

授業の概要と 

到達目標 

【概要】 

将来医療従事者として働く際に必要となる医療語句を英語で覚え、正しく発音・スペル書きができる

よう学ぶ授業である。この知識はICDコーディング試験を受験する際に必要となる知識である。  

【目標】 

① 医療従事者として必要となる身体の部位・病気の名・怪我の名を英語で正しく発音できることが

できるようにする。   

② 日本語で示された医療語句に対となる医療英語を正しいスペルで書くことができるようにす

る。 

③ ICDコーディング試験受験の際に必要となる医療英語知識を習得し、試験において一定の点

数を取ることができるようにする。 

授業の方法 
テキスト中心に進めていき、身体の各部位に関する語、そして関連する病気・怪我の語を学んでい

く。 

学習成果 

LO1 日本語で示された医療語句に対となる医療英語を正しいスペルで書くことができる。 

LO2  

LO3 
ICDコーディング試験受験の際に必要となる医療英語知識を習得し、試験において一定の

点数を取ることができる。 

LO4  

課題に対する 

フィードバック 
小テスト、平常試験は試験後に模範解答を示し、試験結果は授業内に各自にフィードバックする。 

教科書／ 

参考図書 
医療通訳学習テキスト 医学監修 沢田貴志 / 編 西村明夫 

履修上の留意点

やルール等 

●授業開始後20分経過の入室は欠席扱いである。●分からないことはどんどん質問して、分から

ないものを分かるに変えて英語を楽しく学んでほしい。●事前・事後学習に費やすべき時間の目

安は各回180分とする。 

担当教員の実務

経験 

実務経験（職種：英語指導者、職歴：幼児・小中高・大学生・社会人等、英語指導歴9年） 

英語指導者としての経験を、英語を楽しく学び、様々な国の人々と英語でコミュニケーションをとる

喜びを伝えるように活かす。  

 

成績評価の方法と基準 

評価の領域 評価基準 
学習成果の割合 

LO1 LO2 LO3 LO4 

授業参加態度 授業前の下準備ができており、授業への意欲的な態度を評価する。 30    

レポート／作品        

発表      

小テスト 
授業内容が身についているかどうか、または復習をしっかりできるよう小

テストを行う。内容は毎回伝える。 
30    

試験 問題を理解し、正確に答えている。一定の点数をとっている。   40  

その他      

合 計 60  40  

回数 授業計画 

１ 授業内容 ガイダンス・概要説明・評価方法説明 
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事前・事後学習 シラバスを読み、テキストを参照しながら授業で学ぶ内容を把握する。 

２ 
授業内容 医学用語の構成 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

３ 
授業内容 医療英語の形容詞 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

４ 
授業内容 脊椎・骨格系 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

５ 
授業内容 ヒトの脳・耳 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

６ 
授業内容 眼・体腔 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

７ 
授業内容 皮膚   

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

８ 
授業内容 呼吸器系 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

９ 
授業内容 消化器系 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

１０ 
授業内容 泌尿器系  

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

１１ 
授業内容 循環器系 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

１２ 
授業内容 神経系 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

１３ 
授業内容 男性・女性生殖器系 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

１４ 
授業内容 その他用いられる医療英語 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

１５ 
授業内容 授業の総復習、理解度チェック、解説 

事前・事後学習 授業内で分からなかった単語を復習し確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


